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の検討の要あるものと思われる．
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22．Brain　Scanningの臨床的評価
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　RISAにより脳スキャンを行なった42例中，確定診断

の得られた31例につき，そのスキャン陽性率と脳血管写，

気脳写および脳波検査の陽性率とを比較して，脳スキャ

ンの臨床的rs・P価を試みた．スキャンはRISA　5．　5μCi／kg

赫脈内投与24時間後に2方向のフォトスキャンを行なっ

たものである．スキャンナーは3×2inch　Nal　scinti11ator，

10cm焦点の37孔honey　corn　collimatorを使川した．

　陽性度の判定基準としては明瞭に病変の局在を示すも

のを（什），大体局在が分るものを（井），かろうじて局在

が分るものを（」），局在は分らないがなんらかの異常が

認められるものを（1－），異常所見を認めないものを（一）

として，各検五の陽性率を比較した．

　〔結果〕　space　occupying　lesion　27例における陽性率

は，スキャンでは（川）～（⊥）のもの78％，（－Hl）～（」）

74％，（llf）～（・1十　）59％，（十iD　37％，脳IllL管写では（ID

～（－1）85％，GID～（甘）73％，（山）54％o　7気脳写では

（H十）～（：L）100％，　（十1卜）～（　！）44％，　（lll）～（十十）22％，

（－ID　O％，脳波検査では（IH　）～（⊥）82％，（ID～（－1－）76

％，GD～（料）18％，（一）o％であった．すなわちスキ

ャンでは気加写および脳波検査に比し病変評位，拡がり

を明瞭に示した．また脚ll1管写の陽性率はスキャンに比

し高いが，スキャンにてより明瞭に病変の局在を示した

ものが27例中5例に認められた．一方脳血管写の方が明

瞭に病変の局在を示したものは27例山11例であった．

　組織像との関連では髄膜腫，転移性脳腫瘍の陽性率は

高くともに全例スキャンで局在を示しえた．

　またfalse　positive例は1例も認めなかった．

　以ヒおよび患者の負担の少ないこと，操作の容易なこ

とより脳スキャ＝ングは頭蓋内疾患の有用な補助診断法

であり，とくにスクリーニングテストとしてすぐれてい

ると考’える．
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23．脳スキャニングの基礎的検討
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　脳腫瘍スキャニングについて，より診断価値の高いス

キャン像をうることを目標として，基礎的，臨床的検討

を行なった．RIとしては現在もっとも広く川いられてい

るユ3il－HSA，203Hg－neohydrin，99・nTc－pertechnetateを川

いた．基礎的研究には脳腫瘍としてNF　sarcoma（マウ

ス）を川い，RI投与（腹腔内注射）後経時的に屠殺解剖

し，血液，脳（正常部および腫瘍部），肺，心，肝，脾，

腎，腸，筋肉などの各臓器のRI摂取率を測定し，この

成果を臨床面の脳スキャンに応用あるいはそれと比較検

討し，次のごとき紀果をえた．brain　tumor　ratioの最高

値は131LHSA，203Hg－neohydrinはともに12．　2，99mTc－

pertechnetateは11とほぼ同一の値である．このことは

臨床応川において3和のRIとも脳腫瘍検出効果に俊i劣

のないこととよく一致するものである．また，この最高

値となるM凸1は，それぞれ投与後24時聞，1托時同，4時

間で，生物学的半減期の長短と一・致している．腫瘍部摂

取の最高値を示す時間はi3il－HSAは投与後12時間，

L’03Hg－neohydrinは1時間，9emTcは15分であった・した

がって④13iI－HSAは24‖寺間がよく，摂取率の高い時は

それ以後のほうがバックグランドが少なくかえってよく，

120時間までll∫能な場合がある．すなわちスキャンの可

能な時問（許容時i昌Dが長く，繰り返しスキャンが可能

である．⑨2°3Hg－neohydrinではスキャンは1時間後開始

がもっともよい．スキャン時間は摂取率減少度から6時

間まで，許容時問は甚だ短い．r3　q・　ym　Tc－pertechnetateで

は，スキャン開始時間は30分許容時間は30分～3時間と

なり，もっとも短い．しかしC」　9・　mTcは被曝線量ははなは

だ少なく，大は投日が可能であるから，実際には許容時

聞は203Hg－neohydrinより長くなりうる．

　　　　　　　　　　　　＊

　　　　24．脳腫瘍親和性とスキャン像

一
とくに手術材料とファソトーム実験を中心に一
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　頭蓋内疾思に対するスクリーニング法として脳スキャ

ニングはもっとも有川な検査法である．現在までに脳ス
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